





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































12)こ れ と 共 通 し た 考 え 方 は ､Stein-
bring,H.(1997). EpistemologlCal Inves-
tigation or Classroom lnterattion in
ElementaryMathematicsTeaching,Ed-





























Theory and Research fわrMathematics
Problem-SolvingInstruction,inSchoenfeld
AIH.(ed･),Cogm'liveScienceandMathe一
maticsEducation,LawrenceErlbaumAs-
siciates,Hilsdale,1987,pp.33-60.
16)布川和彦 ｢数学的問題解決におけるス トラ
テジーの役割｣,『教育学研究集録』筑波大
学教育学研究科,vol.13,1989,107-117頁.
｢問題の問われた問題場面を理解することが､
解決過程のある段階で一度になされるとす
るのではなく､むしろ解決が進むにつれ､少
しずつ理解されていくものと考えるのであ
る*｡｣
*布川和彦 ｢考え方としてのス トラテジー｣,
古藤 怜先生古希記念論文集編集委員全編,
『学校数学の改善 -DoMathの指導と学
習-』,東洋館出版社,1995,109頁.
17)誓eili8L)岩i"t!?iii.漂 誤 読
せよ｡数学とはかようなものである*｣とい
うガッテニヨー自身の言葉で端的に指摘す
る同氏の活動主義的立場は､この立場の一
つの例である｡
*平林一栄,前掲書,1987,216貢.
18)手島勝朗,『算数科問題解決の授業』,明治
図書,1985,166貢.
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